
からそんなもの要らないよと言っているのですけ

れども、若干そんなことも最近合同化によって出

てきているようです。少し心配点です。

○松本（司会） ありがとうございます。

もう一つちょっと触れられなかったのは、情勢

調査及びそれに基づく報道の意義といったときに、

客観情報を社会に提供するという、それはもちろ

んなのですけれども、それ以上に通常の世論調査

というものの社会的意義というか、役割、責任と

いうのがあるんだろうな、大きいんだろうなと。

特に選挙の場合は、結果が出るという、そのタイ

ミングがどのくらいラグがあるかというのは別に

して、残念ながら結果が出てしまうと結果が全て

みたいな形になって、それでもって調査の精度を

図るということでメディアが持っている調査に対

しての社会的信頼みたいなものを担保している大

事な役割はあると思うのですけれども、僕は「メ

ディアの世論調査というのは公共財です」とずっ

と言い続けてきている立場からすると、選挙調査

以上に結果の出ない通常の世論調査というものの

意味、責任というのは大きいと思います。その公

共財を担うメディアがしっかり世論調査をやり続

けるということが、例えば岸田内閣の支持率がど

うだこうだというところに象徴されるように、非

常に重要だと思います。これも調査の方法と調査

のタイミングという問題をいろいろ考えると、純

粋に公共財なのかという議論が出てきてしまうの

ですけれども、やっぱり世の中の人たちは、それ

が一つの社会の指標だという、そういう信頼を今

勝ち得てきているので、やっぱり選挙の調査と世

論調査というのはメディアの担う調査の両輪なの

だろうなと思います。選挙調査、それから世論調

査というこの二本立てで研究大会をやっていると

いう、そこになってくるわけです。

時間が随分超過したので。大変私自身が今日は

勉強になりました。教えていただきました。本当

にありがとうございました。ご視聴の皆様、長時

間にわたって平日の午後にもかかわらずお付き合

いくださった方、ありがとうございます。

この模様に関しては、あさって、 月 日の日

曜日にも再放送をいたします。参加申込みされた

方にはご案内を差し上げますので、どうぞもう一

度ご覧いただければと思います。

報告者の皆様、それから討論のパネリストの皆

様、今日は本当にご苦労さまでした。ありがとう

ございました。今後ともよろしくお願いします。
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〔日本記者クラブ会見 〕

「 参院選：世論調査が語る民意」

Responses to a Public Opinion Research in the 2022 House of Councillors Election 

松本正生

埼玉大学名誉教授

○川戸 時間になりましたので、これから始めま

す。司会は私、日本記者クラブ企画委員、 テ

レビの川戸でございます。よろしくお願いいたし

ます。

いろいろありました参議院選挙ですけれども、

今日は「 参院選：世論調査が語る民意」とい

うタイトルで、埼玉大学名誉教授の松本正生さん

にお越しいただきました。

選挙後の恒例となっておりますけれども、世論

調査、選挙分析の第一人者である松本さんに、今

回の参議院選挙の結果について分析していただき

たいと思います。

松本先生は日本記者クラブでご登壇いただくの

は今回が 回目になります。去年は 月の都議選

後、それから 月の衆院選後、合わせて 回登壇

していただきました。

まず、この後、松本さんに 分間ほどお話しい

ただきまして、続いて質疑応答に移ります。質問

は会場とオンラインの双方からお受けいたしま

す。

それでは、松本先生、よろしくお願いいたしま

す。

○松本 こんにちは。松本でございます。よろし

くお願いします。

今回も、選挙後のお話ということでお声をかけて

いただきましたこと、大変うれしく思います。ど

うもありがとうございます。いつも通り、世論調

査のデータに基づいてお話して行きたいと思いま

す。

お手元にパワーポイントのスライドが配付され

ていると思います。ちょっと量が多くて全部で

枚。あと つ、追加で別立てのデータ。これはパ

ワポのスライドをお送りした後に、川戸さんから

新たなご下問がありまして、慌ててそれに関連し

たデータを付け加えてあります。よろしくお付き

合いください。

．参議院選挙の意義

最初に、今日のお話のストーリーというか、ま

とめをしておきたいと思います。

番目は公示直前ぐらいまでの状況としては、

、 、 月と岸田政権の内閣支持率は非常に安定

していて、いわゆる旧来の自民党内閣の支持構造

といいましょうか、いわゆる「若低－老高」とい

う、ご年配の方で支持率が高いという形に回帰し

ておりましたので、非常に安定していたのです

が、 月の半ばぐらいから、スライドには「暗

雲」と書きましたけれども、支持率に陰りが見ら

れて、コロナだけではなくて物価の問題が重なっ

て少し逆風が吹き始めたという形で選挙戦に入り

ました。選挙戦の序盤、中盤ぐらいまでは、それ

がもう少し強くなって、かなり逆風が強くなるの

かなと思っていたら、投開票日の 週間前ぐらい

でしょうか、中盤というのでしょうか終盤という

のでしょうか、その辺のタイミングで逆風が止ま

った感じになりました。というよりも、対する野
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党、特に立民のほうが息切れしてしまったという

感じになりまして、結局のところ、大体そのまま

の感じで投開票日に入ったなという見立てをして

ります。

あの銃撃事件からちょうど今日で 週間です。

「安倍元首相のアクシデントの影響は」と当然聞

かれるわけですが、それほど影響というのはなか

った、投票率が若干上がり、自民党に対しての票

が（後でデータもお見せしますけれども）、少し

上乗せされたというところはあるのでしょうけれ

ども、ほとんどなかったという見立てをしており

ます。

もう つ、私の専門である調査の話としては、

昨年の 月末の衆院選が終わった後にもここでお

話ししたのですけれども、衆院選時と同様にメデ

ィア各社の方法が今回も分かれました。多様な方

法で調査が行われるという状況が見られたのです

が、一番申し上げたいことは、その比較をしよう

にも、どういう方法でどのようにやられたのかと

いう情報が開示されておりませんので、ちょっと

確かめようがない。開示された情報や紙面等々で

当然確認をしておるのですけれども、残念ながら

その辺を確認する術がないということで、そこが

一番、私としては問題ではないかなと思います。

「調査の品質表示を！」と書いたのは、そういう

ことです。

あえて余計なことを付け加えると、これからご

覧に入れるいわゆるドコモさんのプレミアパネル

の方たちへの「ｄサーベイ」を、私どもはオリジ

ナルの調査方法として商標登録しておりますけれ

ども、今回はこの調査方法一本で全部完結させま

した。それ以外の方法で情勢調査を行っておりま

せん。前回衆院選のときは、私どものもう つオ

リジナルで商標登録している方法、いわゆる「ノ

ン・スポークン」と私どもが呼んで商標登録して

いるこの方法でも情勢調査を行いました。今回、

私どもはこの調査方法では調査を実施しておりま

せんが、（固有名詞を挙げるのはフェアではない

からちょっと丸めますが） 社さんに関して言う

と、この私どものオリジナルの調査方法で序盤の

調査を行われているようです。いわゆるオートコ

ールで携帯に関してはショートメッセージを経由

して回答してもらうという、まさに私どもの「ノ

ン・スポ－クン」調査です。ただ、これはどんな

配分なのかというのが開示されていないので確か

めようがないのですが、私どものオリジナルの調

査手法でおやりになったということで、ああ、こ

ういうこともあるんだなと思っています。終盤に

関しては電話世論調査でということだけしか分か

りませんので、この辺は固定と携帯がどうなの

か、それからオペレーターさんを使った従来の方

法なのか、オートコールなのかも分からないので

確かめようがありません。

さらに余計にことを付け加えると、例えばずっ

と以前から合同という形で調査をおやりになって

いる 社さんと 社さんの調査方法に関しても、

『固定電話と携帯電話番号を対象にして調査員に

よる調査と自動音声による調査を組み合わせた』

と紙面では書かれておりますけれども、その辺も

どういう手法で調合されたのかということが分か

りませんので、何とも比較やコメントのしようが

ないなと思います。実は、この 社さん、 社さん

の調査に関しては、私が対象者として選ばれてお

答えしました。私のところには、スマホにオート

コールで来てショートメッセージ経由でインター

ネットに切り替わって、そのネットの画面を見な

がらタップする。我々のやっているのと同じだな

と思ってお答えしたのですけれども、ただ、この

紙面で書かれている方法とは直結しないので、何

だったのかなというふうに思っています。ちょっ

と確かめようがないのですけれども。

何が言いたいかというと、私どものｄサーベイ

も含めてたくさんの架電ないし配信をして、皆様

にお答えいただいているわけですよね。私どもの

ｄサーベイに関しても、ランダムで選んでいるわ

けですが、私の家族も対象になりましたし、友人

も対象になって、「プレミアパネルのｄサーベイ
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が来たよ。答えたよ」と私のところに連絡があっ

て「どうでした？」というお話をしました。特に

今回は、中盤でしょうか、 月の頭のところで、

例の輻輳事件が起こって、大変なトラブルの中で

各社ともあの時期におやりになって、その混乱の

中で有権者の皆さんが対応してくれているわけで

すから、やはり「あの調査って、どこどこの調査

が来たけれども本当かな」とか、「どういう方法

だったのだろうかな」ということを確認されたい

と思うのですね。しかしながら、そこが開示され

ていないので、「ああ、やはりこれだったんだ」

とか、「私のところに来たのはここの調査だった

のね」ということが確認できないわけで、その辺

をきちんと開示しておくことが基本マナーではな

いだろうかと思って、こう書きました。

この話はここまでにしますが、もう つだけ前

置きをしておくと、これから調査結果に基づく世

論ということで、現象的な事柄に関しての解釈を

していくわけですけれども、私の話というのがど

ういうキャンパスの上に乗っているかということ

は、常に引っかかりながら話をしていかなければ

ならないわけです。「参議院とは何か」と書きま

したけれども、日本の二院制ということで言う

と、これは言うまでもないことですけれども、議

院内閣制にもかかわらず直接公選の二院制という

のが組み合わさっているわけですよね。なおかつ

第二院のほうに立法権が留保されて、それだけで

はなくて大統領拒否権を第二院が持っているとい

う非常に特異な二院制になっているわけです。直

接公選の二院制ということであれば、当然その上

院というのは何の院なのかという代表の理念とい

うものが明確になっていないとならない。もっと

言うと、下院と上院は何の代表なのだというとこ

ろの組み合わせが制度設計されていないと二院制

をつくりようがないし、それがあって初めて選挙

制度というものは理念を基準にして検討されると

いうことなのだと思います。ところが、それがな

い中で選出方法だけつくられるということになる

と、当然選挙制度というのは、選ばれる側の都合

で決まっていく、変わっていく。こういうことに

ならざるを得ないので、要するにそういう前提の

上で行われている選挙というもの、それにどう世

論が対応したということをこれから解釈していく

わけです。私が、スライドのトップに、あえて

「雑感」と書いたのはそういう意味合いで、自分

の使っているデータや話というものに関して、冷

めているところを持たないといけないと、自分自

身に言い聞かせながらながらお話をするというこ

とです。

２．「ノン・スポ－クン」調査の結果

前置きが長くなったので、先に進みます。この

図をお見せするのは、今回で 回目だと思いま

す。

昨年の東京都議選、それから衆院選の後も、こ

ういう方法で実施しましたということで、我々の

「ノン・スポークン」調査のお話をしました。今

回は公示直前までの状況ということで、「ノン・

スポ－クン」に関しては定例調査の手法です。固

定電話を対象にした、いわゆるＩＶＲ と言って

いる自動音声、それから同じＲＤＤでも携帯電話

（イコール、スマートフォンですけれども）に対

してはショートメッセージを経由して、そこから

に転換し、 調査として画面を見ながらタッ

プしていただく、あるいはクリックしていただ

く。こういう組合せでミックスさせて実施してい

ます。

この調査結果に基づいて、直前ぐらいまでどう

いう状況だったか、どういう状況で選挙に突入し

たかということをお話すると、まずはやはり安倍

内閣から行きたいと思います。

左の図は安倍内閣の最後のほうで 年 月、コ

ロナ禍の影響で支持率が非常に低くなったときの

形状です。支持率が低下しても、若い人で高くて

年齢が上がると下がっていくという、従来の自民

党政権とは逆の「若高－老低」型が維持されてい

る。これが最後の 年 月のデータで、（お辞めに

なると言われてから）ぐっと上がるのですけれど

も、同じ形状で上がる。これが安倍内閣の特徴で

の  
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党、特に立民のほうが息切れしてしまったという

感じになりまして、結局のところ、大体そのまま

の感じで投開票日に入ったなという見立てをして

ります。

あの銃撃事件からちょうど今日で 週間です。

「安倍元首相のアクシデントの影響は」と当然聞

かれるわけですが、それほど影響というのはなか

った、投票率が若干上がり、自民党に対しての票

が（後でデータもお見せしますけれども）、少し

上乗せされたというところはあるのでしょうけれ

ども、ほとんどなかったという見立てをしており

ます。

もう つ、私の専門である調査の話としては、

昨年の 月末の衆院選が終わった後にもここでお

話ししたのですけれども、衆院選時と同様にメデ

ィア各社の方法が今回も分かれました。多様な方

法で調査が行われるという状況が見られたのです

が、一番申し上げたいことは、その比較をしよう

にも、どういう方法でどのようにやられたのかと

いう情報が開示されておりませんので、ちょっと

確かめようがない。開示された情報や紙面等々で

当然確認をしておるのですけれども、残念ながら

その辺を確認する術がないということで、そこが

一番、私としては問題ではないかなと思います。

「調査の品質表示を！」と書いたのは、そういう

ことです。

あえて余計なことを付け加えると、これからご

覧に入れるいわゆるドコモさんのプレミアパネル

の方たちへの「ｄサーベイ」を、私どもはオリジ

ナルの調査方法として商標登録しておりますけれ

ども、今回はこの調査方法一本で全部完結させま

した。それ以外の方法で情勢調査を行っておりま

せん。前回衆院選のときは、私どものもう つオ

リジナルで商標登録している方法、いわゆる「ノ

ン・スポークン」と私どもが呼んで商標登録して

いるこの方法でも情勢調査を行いました。今回、

私どもはこの調査方法では調査を実施しておりま

せんが、（固有名詞を挙げるのはフェアではない

からちょっと丸めますが） 社さんに関して言う

と、この私どものオリジナルの調査方法で序盤の

調査を行われているようです。いわゆるオートコ

ールで携帯に関してはショートメッセージを経由

して回答してもらうという、まさに私どもの「ノ

ン・スポ－クン」調査です。ただ、これはどんな

配分なのかというのが開示されていないので確か

めようがないのですが、私どものオリジナルの調

査手法でおやりになったということで、ああ、こ

ういうこともあるんだなと思っています。終盤に

関しては電話世論調査でということだけしか分か

りませんので、この辺は固定と携帯がどうなの

か、それからオペレーターさんを使った従来の方

法なのか、オートコールなのかも分からないので

確かめようがありません。

さらに余計にことを付け加えると、例えばずっ

と以前から合同という形で調査をおやりになって

いる 社さんと 社さんの調査方法に関しても、

『固定電話と携帯電話番号を対象にして調査員に

よる調査と自動音声による調査を組み合わせた』

と紙面では書かれておりますけれども、その辺も

どういう手法で調合されたのかということが分か

りませんので、何とも比較やコメントのしようが

ないなと思います。実は、この 社さん、 社さん

の調査に関しては、私が対象者として選ばれてお

答えしました。私のところには、スマホにオート

コールで来てショートメッセージ経由でインター

ネットに切り替わって、そのネットの画面を見な

がらタップする。我々のやっているのと同じだな

と思ってお答えしたのですけれども、ただ、この

紙面で書かれている方法とは直結しないので、何

だったのかなというふうに思っています。ちょっ

と確かめようがないのですけれども。

何が言いたいかというと、私どものｄサーベイ

も含めてたくさんの架電ないし配信をして、皆様

にお答えいただいているわけですよね。私どもの

ｄサーベイに関しても、ランダムで選んでいるわ

けですが、私の家族も対象になりましたし、友人

も対象になって、「プレミアパネルのｄサーベイ
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が来たよ。答えたよ」と私のところに連絡があっ

て「どうでした？」というお話をしました。特に

今回は、中盤でしょうか、 月の頭のところで、

例の輻輳事件が起こって、大変なトラブルの中で

各社ともあの時期におやりになって、その混乱の

中で有権者の皆さんが対応してくれているわけで

すから、やはり「あの調査って、どこどこの調査

が来たけれども本当かな」とか、「どういう方法

だったのだろうかな」ということを確認されたい

と思うのですね。しかしながら、そこが開示され

ていないので、「ああ、やはりこれだったんだ」

とか、「私のところに来たのはここの調査だった

のね」ということが確認できないわけで、その辺

をきちんと開示しておくことが基本マナーではな

いだろうかと思って、こう書きました。

この話はここまでにしますが、もう つだけ前

置きをしておくと、これから調査結果に基づく世

論ということで、現象的な事柄に関しての解釈を

していくわけですけれども、私の話というのがど

ういうキャンパスの上に乗っているかということ

は、常に引っかかりながら話をしていかなければ

ならないわけです。「参議院とは何か」と書きま

したけれども、日本の二院制ということで言う

と、これは言うまでもないことですけれども、議

院内閣制にもかかわらず直接公選の二院制という

のが組み合わさっているわけですよね。なおかつ

第二院のほうに立法権が留保されて、それだけで

はなくて大統領拒否権を第二院が持っているとい

う非常に特異な二院制になっているわけです。直

接公選の二院制ということであれば、当然その上

院というのは何の院なのかという代表の理念とい

うものが明確になっていないとならない。もっと

言うと、下院と上院は何の代表なのだというとこ

ろの組み合わせが制度設計されていないと二院制

をつくりようがないし、それがあって初めて選挙

制度というものは理念を基準にして検討されると

いうことなのだと思います。ところが、それがな

い中で選出方法だけつくられるということになる

と、当然選挙制度というのは、選ばれる側の都合

で決まっていく、変わっていく。こういうことに

ならざるを得ないので、要するにそういう前提の

上で行われている選挙というもの、それにどう世

論が対応したということをこれから解釈していく

わけです。私が、スライドのトップに、あえて

「雑感」と書いたのはそういう意味合いで、自分

の使っているデータや話というものに関して、冷

めているところを持たないといけないと、自分自

身に言い聞かせながらながらお話をするというこ

とです。

２．「ノン・スポ－クン」調査の結果

前置きが長くなったので、先に進みます。この

図をお見せするのは、今回で 回目だと思いま

す。

昨年の東京都議選、それから衆院選の後も、こ

ういう方法で実施しましたということで、我々の

「ノン・スポークン」調査のお話をしました。今

回は公示直前までの状況ということで、「ノン・

スポ－クン」に関しては定例調査の手法です。固

定電話を対象にした、いわゆるＩＶＲ と言って

いる自動音声、それから同じＲＤＤでも携帯電話

（イコール、スマートフォンですけれども）に対

してはショートメッセージを経由して、そこから

に転換し、 調査として画面を見ながらタッ

プしていただく、あるいはクリックしていただ

く。こういう組合せでミックスさせて実施してい

ます。

この調査結果に基づいて、直前ぐらいまでどう

いう状況だったか、どういう状況で選挙に突入し

たかということをお話すると、まずはやはり安倍

内閣から行きたいと思います。

左の図は安倍内閣の最後のほうで 年 月、コ

ロナ禍の影響で支持率が非常に低くなったときの

形状です。支持率が低下しても、若い人で高くて

年齢が上がると下がっていくという、従来の自民

党政権とは逆の「若高－老低」型が維持されてい

る。これが最後の 年 月のデータで、（お辞めに

なると言われてから）ぐっと上がるのですけれど

も、同じ形状で上がる。これが安倍内閣の特徴で
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した。

右の図の菅内閣も全く同じで、発足当初は安倍

内閣の支持率よりもずっと高くて、なおかつ若い

人で高いという傾向を維持して発足し、その年の

暮れぐらいからコロナの感染爆発ということがあ

りましたので支持率が下がる。支持率が下がった

状況でも同じ形状で下がるので、若年層が支えて

いる右肩下がりのこういう構造が継続していった

わけです。

菅内閣は、こういう形状のまま推移していくの

ですけれども、支持と不支持の構造という形で見

てみると、これが 年 月、先ほどお見せしたも

のと同じ形状です。

不支持はどうかというと、こうなっています。

代ぐらいまでは支持のほうが高くて、ぐっと右

肩下がりで支持率が下がっていく。逆に言うと、

ご年配の方たちのところが不支持が高い。年齢の

高い人たちが批判派のコアであるという安倍・菅

政権の特性があって、前にお見せしたかもしれま

せんけれども、これと同じ形状のデータは何かな

いかというと、右の図が全く同じです。例の菅さ

んの長男問題に関して責任をどう思うか聞いたと

きに、「責任がある」とお答えになるのは、年配

の方が非常に批判的でこういう問題に敏感であ

る。お若い人はどうかというと、「責任はない」

が圧倒的に高いという構成が特徴で、支持率と重

なり合うという特徴があったわけです。これは菅

さんの長男問題に関する結果ですけれども、これ

と全く同じ形状になったのは、安倍さんの頃の桜

を見る会です。「桜を見る会の問題に関する安倍

首相の責任をどう思いますか」とお聞きすると、

やはりこれと同じ形状が見られました。こういう

問題に対して、年配の方は非常に敏感だというこ

とだったのだろうと思います。

さあ、それで岸田内閣ですけれども、設立当初

はこの「若高－老低」形状を引き継ぎます。これ

が 年 月ですから、岸田内閣の設立当初で、安

倍・菅政権の形状を引き継いで発足しました。

ところが、衆院選が終わってしばらくすると形

状がこう変わります。これが 年 月で、非常に

フラットな形状に変わって、この半年の間にきれ

いに反転します。 年 月ぐらいからこういう形

状になったのですけれども、半年の間に、過渡期

を挟んでこういう形にきれいに反転していきま

す。若い人で低くて、年齢が上がると高くなって

いくという、いわゆる旧来の自民党政権の特徴で

ある「若低－老高」型支持構造、あえて言えば

年体制モデルと言っていいかもしれませんけれど

も、この半年の間に反転するということが起き

て、 月、 月、 月ぐらいはこういう形状が見ら

れました。だからこそ安定していたわけです。
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したがって、先ほどの支持と不支持のクロスと

対照させると、設立当初の 年 月のグラフはこ

ういう形状で引き継いだわけですね（左図）。

どちらかというと若い人の支持は高くてという

ことになるので、年配層がまだ批判派。それが半

年の間にどうなったかというと、きれいに反転し

て、若い人ほうがむしろ不支持が高くて、年齢が

上がるにつれてぐっと支持率が上がる、逆に言う

と不支持率は下がる（右図）。

半年できれいにここまで反転するという、ある

意味でドラスチックな変化が見られました。「若

低－老高」型は、 歳以上の方たちのボリューム

が多いわけですから、当然支持率としては安定基

調になる。ここまで大きく不支持が下がるという

ことで、年配の方の中でこの半年の間に何があっ

たのだろうかということが、実は非常にポイント

だろうなと思います。

統計データになぜを求めるのはご法度ですの

で、そこのところはなかなか見て取れないのです

けれども、新聞紙上では「世の中的には岸田さん

のハト派的なスタンスというものが、いわば安心

感を持たれたのではないの？」というコメントを

見ました。先ほどの菅さんのときの問題のところ

でお見せしたように、岸田さんの場合は、 つは

ご本人まつわるスキャンダルがないというところ

は多分大きいのだろうなと。当然ご年配の方はこ

ういうことに非常に敏感なので、言ってみればク

リーン岸田、昔「クリーン三木」という言葉があ

りましたけれども、クリーン・イメージが つあ

るのだろうなというふうに推測しています。

「若低－老高」形状が 月、 月、 月と見られ

たので、これはもう安定基調に入ったなと思って

いたのですが、 月に入ってからちょっと変わり

ます。 月までの内閣支持の上がり下がりという

のは、コロナに対する評価と完全に連動していま

した。評価が下がると支持率が下がる、上がると

上がるという感じでした。

ところが、たしか 月 日の調査だったと思う

のですけれども、コロナの評価というのは変わら

ないにもかかわらず、内閣支持率だけが下がりま

す。連動関係が見られなくなって、ならば支持が

下がったのはなぜかなということで要因らしきも

のを探ってみると、ああ、こっちかということが

一応分かったわけです。それは何かというと、物

価対策に関してです。

この「評価しない」が、 代から 代くらいの

実年世代で圧倒的に高い。年配の方はそうでもな

いのですけれども、例の資産倍増プランもあまり

評価は芳しくないということで、「コロナの次は

物価かよ」という形で、離反や反発というのがか
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した。

右の図の菅内閣も全く同じで、発足当初は安倍

内閣の支持率よりもずっと高くて、なおかつ若い

人で高いという傾向を維持して発足し、その年の

暮れぐらいからコロナの感染爆発ということがあ

りましたので支持率が下がる。支持率が下がった

状況でも同じ形状で下がるので、若年層が支えて

いる右肩下がりのこういう構造が継続していった

わけです。

菅内閣は、こういう形状のまま推移していくの

ですけれども、支持と不支持の構造という形で見

てみると、これが 年 月、先ほどお見せしたも

のと同じ形状です。

不支持はどうかというと、こうなっています。

代ぐらいまでは支持のほうが高くて、ぐっと右

肩下がりで支持率が下がっていく。逆に言うと、

ご年配の方たちのところが不支持が高い。年齢の

高い人たちが批判派のコアであるという安倍・菅

政権の特性があって、前にお見せしたかもしれま

せんけれども、これと同じ形状のデータは何かな

いかというと、右の図が全く同じです。例の菅さ

んの長男問題に関して責任をどう思うか聞いたと

きに、「責任がある」とお答えになるのは、年配

の方が非常に批判的でこういう問題に敏感であ

る。お若い人はどうかというと、「責任はない」

が圧倒的に高いという構成が特徴で、支持率と重

なり合うという特徴があったわけです。これは菅

さんの長男問題に関する結果ですけれども、これ

と全く同じ形状になったのは、安倍さんの頃の桜

を見る会です。「桜を見る会の問題に関する安倍

首相の責任をどう思いますか」とお聞きすると、

やはりこれと同じ形状が見られました。こういう

問題に対して、年配の方は非常に敏感だというこ

とだったのだろうと思います。

さあ、それで岸田内閣ですけれども、設立当初

はこの「若高－老低」形状を引き継ぎます。これ

が 年 月ですから、岸田内閣の設立当初で、安

倍・菅政権の形状を引き継いで発足しました。

ところが、衆院選が終わってしばらくすると形

状がこう変わります。これが 年 月で、非常に

フラットな形状に変わって、この半年の間にきれ

いに反転します。 年 月ぐらいからこういう形

状になったのですけれども、半年の間に、過渡期

を挟んでこういう形にきれいに反転していきま

す。若い人で低くて、年齢が上がると高くなって

いくという、いわゆる旧来の自民党政権の特徴で

ある「若低－老高」型支持構造、あえて言えば

年体制モデルと言っていいかもしれませんけれど

も、この半年の間に反転するということが起き

て、 月、 月、 月ぐらいはこういう形状が見ら

れました。だからこそ安定していたわけです。
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したがって、先ほどの支持と不支持のクロスと

対照させると、設立当初の 年 月のグラフはこ

ういう形状で引き継いだわけですね（左図）。

どちらかというと若い人の支持は高くてという

ことになるので、年配層がまだ批判派。それが半

年の間にどうなったかというと、きれいに反転し

て、若い人ほうがむしろ不支持が高くて、年齢が

上がるにつれてぐっと支持率が上がる、逆に言う

と不支持率は下がる（右図）。

半年できれいにここまで反転するという、ある

意味でドラスチックな変化が見られました。「若

低－老高」型は、 歳以上の方たちのボリューム

が多いわけですから、当然支持率としては安定基

調になる。ここまで大きく不支持が下がるという

ことで、年配の方の中でこの半年の間に何があっ

たのだろうかということが、実は非常にポイント

だろうなと思います。

統計データになぜを求めるのはご法度ですの

で、そこのところはなかなか見て取れないのです

けれども、新聞紙上では「世の中的には岸田さん

のハト派的なスタンスというものが、いわば安心

感を持たれたのではないの？」というコメントを

見ました。先ほどの菅さんのときの問題のところ

でお見せしたように、岸田さんの場合は、 つは

ご本人まつわるスキャンダルがないというところ

は多分大きいのだろうなと。当然ご年配の方はこ

ういうことに非常に敏感なので、言ってみればク

リーン岸田、昔「クリーン三木」という言葉があ

りましたけれども、クリーン・イメージが つあ

るのだろうなというふうに推測しています。

「若低－老高」形状が 月、 月、 月と見られ

たので、これはもう安定基調に入ったなと思って

いたのですが、 月に入ってからちょっと変わり

ます。 月までの内閣支持の上がり下がりという

のは、コロナに対する評価と完全に連動していま

した。評価が下がると支持率が下がる、上がると

上がるという感じでした。

ところが、たしか 月 日の調査だったと思う

のですけれども、コロナの評価というのは変わら

ないにもかかわらず、内閣支持率だけが下がりま

す。連動関係が見られなくなって、ならば支持が

下がったのはなぜかなということで要因らしきも

のを探ってみると、ああ、こっちかということが

一応分かったわけです。それは何かというと、物

価対策に関してです。

この「評価しない」が、 代から 代くらいの

実年世代で圧倒的に高い。年配の方はそうでもな

いのですけれども、例の資産倍増プランもあまり

評価は芳しくないということで、「コロナの次は

物価かよ」という形で、離反や反発というのがか
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なり増えてきたなと思っていました。

内閣支持率で見てみると、 月のグラフがこう

なりましたから、ご年配の方は高いというところ

は安定要因なのですけれども、真ん中のところが

こういう感じで拮抗して、そんな状況のまま選挙

に突入したということで、さあどうかなという感

じで見ていました。

ただ、岸田内閣の支持率に関しては 月半ばぐ

らいに陰りが見られたのですが、これがすぐ政党

支持に直結したかというと、そうでもない感じが

していて、ちょっとその辺が読みづらい中で参院

選挙が公示されることになりました。もともと岸

田内閣の支持率は、安定するまでは特異な動き方

をしていて、例えば衆院選直後で見ると、内閣支

持率は上がっているのに自民党支持率が下がっ

て、内閣支持率と連動しているのは維新のほう

で、内閣支持率が下がると自民の支持率が上がっ

て逆に維新が下がるみたいな、こういう非常に理

解しがたいような傾向があったのですけれども、

月から 月というのは、まさに「若高－老低」

からフラットになり、さらには「若低－老高」へ

と変化する過渡期の現象だったのだろうなと思う

のです。

月ぐらいからは完全に内閣支持と自民党支持

が連動する感じになってきて安定基調に入ったの

だなというところが読み取れるのですが、内閣支

持に比べて自民党支持はそれほど下がっていな

い。もう つ、立民に関しては、衆院選挙後に一

桁まで落ち込んだのが回復せずに選挙戦に入る。

維新も、 年 月が最高値で、そこから下がって

きたのが、それほど大きな変わり目はないところ

で選挙戦が始まった。

こういうグラフをつくると一目瞭然で、維新が

最高値の ％あったときの実線が自民、二点鎖線

が維新、鎖線が立民の支持率の年齢別です。

維新の場合、 代～ 代ぐらいまでが自民党支

持率と拮抗しているという状況があり、これが

月、 月ぐらいになると自民党がこういう形で、

岸田内閣の支持率と似たような感じで年配の方の

支持率が高い形に変わってくるのです（中図）。

結局、自民党がいわゆるキャッチオールで一強と

いう感じが 月、 月ぐらいに見られて、 月に支

持率が落ちたときにどうかというと、あまり変わ

りがないという感じで、内閣支持ほどは政党支持

の動きがない中で選挙に突入したというプロセス

です。

３．「ｄサーベイ」の結果

それで選挙戦の本番に入ります。選挙の調査は

「ｄサーベイ」が一番頼りになるので、こちらの

「ｄサーベイ」の結果でお話しようと思います。
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これも何度もお話していますけれども、きちん

と調査方法を説明しなければいけないので、「ｄ

サーベイ」は私ども社会調査研究センターと

ドコモさんで共同開発した調査方法で、ドコモさ

んのプレミアパネル、全国で今 ， 万人ぐらい

―有権者のほぼ半分ですけれども―の方を対

象にして、いわゆるメッセージＲ で協力を依頼

して で答えてもらう。個人所有のスマートフ

ォンだけを対象にした、いわゆるインターネット

調査です。電話調査ではありません。電話番号が

関係するものではなくてインターネット調査で

す。

電話調査との違いは、耳で聞く調査から「目で見

る調査」へという形に質的に変わっています。

これを図示すると、こんな感じでメッセージ

が皆さんのところへ届いて、画面を見ながらお答

えをお願いする。これで回答していただくと集計

に至るという調査方法です。

品質表示をしなければいけないわけですけれど

も、去年の衆院選もかなりの精度で情勢をつかめ

て一定の評価を受けたのですが、衆院選の段階

は、回答者の属性構成に多少の偏りがありまし

た。既存のＲＤＤ携帯電話調査と同じ特性があっ

て、女性がなかなか取れないという限界があった

し、スマートフォンによるインターネット調査だ

ということで年配の方の回答が少ないという限界

がありました。私どもその辺を検討しまして、今

回の参院選調査に関しては、従来の限界をかなり

克服して、（これからお見せするのは 回の調査結

果の加重平均ですけれども）まず男女比はイーブ

ンになりました。もう つ大きく変わったのは、

ご年配の方の回答がたくさん取れるようになっ

て、 以上の方が ％、 以上の方が ％ですか

ら、ほぼ投票者の構成に近づくような形の回答が

得られるようになってバランスが取れるようにな

ったということです。特にこれは全国平均ですか

ら、地域によっては 以上が ％近くを占めると

いう形に変えることができました。

普通、こういう調査は、特に情勢調査の場合は

事後補正、データを年齢や属性構成に合わせる形

で補正するということが必要になってきます。私

どもも補正をいろいろ試みてみたのですけれど

も、「ｄサーベイ」のプレミアパネルの特性から

言って、事後補正ではなくて事前の設計をきちん

とやることが重要なポイントだと。何を言いたい

かというと、せっかくのランダム性を壊さないよ

うに、ランダム性を維持した回答が得られるよう

な形にするということで、事前の設計が大事だな

ということが分かってきたので、そういう方式を

採用すると首尾よくいったということです。

ちょっと表のサイズが小さすぎるのですけれど
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なり増えてきたなと思っていました。

内閣支持率で見てみると、 月のグラフがこう
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こういう感じで拮抗して、そんな状況のまま選挙
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「ｄサーベイ」の結果でお話しようと思います。

        

       ・         

  

  

  

  

    
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   る

     

       

        

          

        

             の  

60

これも何度もお話していますけれども、きちん

と調査方法を説明しなければいけないので、「ｄ

サーベイ」は私ども社会調査研究センターと

ドコモさんで共同開発した調査方法で、ドコモさ

んのプレミアパネル、全国で今 ， 万人ぐらい

―有権者のほぼ半分ですけれども―の方を対

象にして、いわゆるメッセージＲ で協力を依頼

して で答えてもらう。個人所有のスマートフ

ォンだけを対象にした、いわゆるインターネット

調査です。電話調査ではありません。電話番号が

関係するものではなくてインターネット調査で

す。

電話調査との違いは、耳で聞く調査から「目で見

る調査」へという形に質的に変わっています。

これを図示すると、こんな感じでメッセージ

が皆さんのところへ届いて、画面を見ながらお答

えをお願いする。これで回答していただくと集計

に至るという調査方法です。

品質表示をしなければいけないわけですけれど

も、去年の衆院選もかなりの精度で情勢をつかめ

て一定の評価を受けたのですが、衆院選の段階

は、回答者の属性構成に多少の偏りがありまし

た。既存のＲＤＤ携帯電話調査と同じ特性があっ

て、女性がなかなか取れないという限界があった

し、スマートフォンによるインターネット調査だ

ということで年配の方の回答が少ないという限界

がありました。私どもその辺を検討しまして、今

回の参院選調査に関しては、従来の限界をかなり

克服して、（これからお見せするのは 回の調査結

果の加重平均ですけれども）まず男女比はイーブ

ンになりました。もう つ大きく変わったのは、

ご年配の方の回答がたくさん取れるようになっ

て、 以上の方が ％、 以上の方が ％ですか

ら、ほぼ投票者の構成に近づくような形の回答が

得られるようになってバランスが取れるようにな

ったということです。特にこれは全国平均ですか

ら、地域によっては 以上が ％近くを占めると

いう形に変えることができました。

普通、こういう調査は、特に情勢調査の場合は

事後補正、データを年齢や属性構成に合わせる形

で補正するということが必要になってきます。私

どもも補正をいろいろ試みてみたのですけれど

も、「ｄサーベイ」のプレミアパネルの特性から

言って、事後補正ではなくて事前の設計をきちん

とやることが重要なポイントだと。何を言いたい

かというと、せっかくのランダム性を壊さないよ

うに、ランダム性を維持した回答が得られるよう

な形にするということで、事前の設計が大事だな

ということが分かってきたので、そういう方式を

採用すると首尾よくいったということです。

ちょっと表のサイズが小さすぎるのですけれど

   
 調査   

      のス   ー ー     る

「       」 ｄポイン クラブ             の

会     者        

「   ー  」  ー   調査 の           ン

 ー        ス ー   ン調査     のス

 ー   ン     る 

 

    調査  「  見る調査」 

   

          

        

                 

                 

61
61 政策と調査　第23号（2022年12月）



も、こんな感じですよという話です。これが実は

今回のトピックで特性なのですけれども、比例の

個人候補者名で調査ができるわけです。

ネットで一覧性があるので候補者をそれぞれの

政党ごとに列挙して、「候補者で選ぶ」と回答し

た人に関して、「候補者を選ぶとすれば誰にしま

すか」という。今回の比例選は候補者名で回答し

た人の比率がさらに下がって ％しかいなかった

わけですよね。この候補者名で回答した人って、

考えてみれば政党と人を両方選べるので、お一人

で 票持っているという感じなのですけれども、

この ％にすぎない人たちに関して、投票先の候

補者の順位づけを各情勢調査で行って「これだけ

の回答を得ました」ということで、クライアント

さんの玄人筋からはすばらしいとすごく評価を受

けているのです。自民党に関して言うと、この上

に特定枠がいますから、全部で ですけれども

人。これが当選順位ですけれども、それが各調査

でどうだったかというと、この 人はきれいに当

選した 番までに大体入っている。下の立民に関

しては、 人当選しているので、お一人だけ 番で

人の中に入っていないのですけれども、このよ

うな感じで個人名に関しても捕捉できますという

ことで、ちょっと自信を持っているわけです。

品質表示は大概にして結果の解説に移ります。

今回、私どもの「ｄサーベイ」に関して言う

と、全国規模の調査を実は 回行っています。今

日お見せするのは公示前（ ～ ）、序盤（

）、中盤（ ～ ）、投票日当日（ ）―

これは出口調査に当たるわけですけれども、 回

のデータをここに持ってきました。

まず比例のほうです。先ほど言ったように公示

前から序盤にかけて、政党名とか候補者名を答え

た人の中の比率で見てみると、自民党の数値が下

がって結構逆風が吹いているなという感じがし

て、特に序盤の 、 日ぐらいのデータを見て、

次はどうなるのかな、このまま逆風がさらに強く

なるのかなと思っていたら、 週間前（ ）ぐ

らいにはほぼ止まって、そのままの投票結果にな

る。それはなぜかというと、野党の側に風が吹か

ないので、詰め切れなくて止まってしまってい

る。 日間の選挙戦の途中で残念ながら息切れし

ちゃっているのかなという感じです。こんな状況

が見て取れました。

下の表が選挙区で、候補者の数がそれぞれの選

挙区で違うので注意しなければいけないのですけ

れども、選挙区も同じで、自民党に関して言う

と、公示前から序盤にかけて下がって、さらに下

げ幅が大きくなるかと思ったら中盤で持ちこたえ

てそのままと。こちらの立民に関しては、なかな

か詰め切れないままで息切れしたなという感じで

すね。維新は、選挙区なので候補者の数が少ない

ですけれども、こんな感じだったということで

す。

年齢別にまとめたのが、この図です。
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公示前調査の段階は自民党が相変わらず強くて

キャッチオールで、このグラフは立民、これが維

新という状況で突入し、ちょっと逆風が吹き始め

たときは、自民党が全体としてかなり押し下げ

て、自民党が下がったということでこの差が詰ま

った。

それがどこまで詰まるのかなと見ていたら、こ

こで止まったという感じでしょうか。ほぼ数値も

同じですし、野党（立民）が詰め切れない。大体

結果もこういう感じで出ていますので、先ほどの

ような見立てをしたということです。

くどくど言ってもしようがないのですけれど

も、後で衆院選との比較をするために紹介してお

きますが、これが比例区のほうで、支持政党別

に、自民党支持者がどの党の候補者に投票する

か、立民の支持者がどの党に、ないしはどの党の

候補者に投票するか。言ってみれば、自民や立民

にとってみれば歩留まりという言葉になるのでし

ょうか。

あとは支持なしの人たちがどうか。表中の自

民、立民、支持なしの下に表示した〔 〕に入っ

ている数値は、それぞれの支持率です。自民党支

持率、立民支持率ということです。

支持者別にどうだったかということなのですけ

れども、今回はキャスティングボードを握る支持

なし層がなかなか決まらない。どこにも風が吹か

ない形で割れたまま推移して行ったという状況が

つの特徴かなと思います。

実際の投票行動で見てみると（後で比較します

けれども）、立民の歩留まりが悪いだけではなく

て、支持なしの票が割れている。さらに、支持な

しの票が割れた上に自民がわずかとはいえ一番多

い。去年の衆院選で言うと、割れてはいるけれど

も立民が一番多くて、支持なしの票を取っている

ということで、ある程度接戦になったわけです。

もう つ特徴的なことは、去年、衆院選の 週間

前に参議院の静岡補選があって野党系立民系の方

がお勝ちになりましたよね（今回落選されました

けれども、たしか静岡選挙区で）。あのときのデ

ータをここでお見せしたと思いますけれども、支

持なし票の約 割が立民系の野党の人に入れてい

る。だから、勝ちパターンとしては支持なしの票

が集中することが必要だったわけだけれども、割

れましたねというお話を去年ここでしたと思いま

すが、それ以上に今回は立民にとっては厳しいと

いう傾向でした。

これは選挙区です。

選挙区もこういう感じで、自民党は最後はこう

いう形で一応上がるのですけれども、立民は歩留

まりが上がらないままだった。選挙区に関して

も、支持なしの票で言うと自民のほうがたくさん

取る。こういう形で推移したということでした。

次の比較表を見ていただいたほうが分かりやす

いと思うので用意したのですけれども、支持政党

別の比例区投票政党です。

右側が参議院の今回の結果、左側が去年の衆院

選です。これは投票行動調査結果ですから、投票

日当日に「どなたに、どの党に入れましたか」と

お聞きした結果を支持政党別にまとめています。

衆院選では、自民は で立民に比べてほかの党

にも流れています、立民に関しては歩留まりの比

率が と高かった。支持なしに関しては、集中

はせずに割れていて、自民も維新もそれ相応に取

っているのですが、一応、立民が と一番取っ
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てはいるという結果でした。これが去年の 月

日の衆院選です。

右側が今回です。衆院選と比較すると、まずは

立民がはっきりしていて、自党の支持者も固め切

れていない上に、支持なし票が去年以上に落ち込

んでいる。よくよくみれば、支持政党なし層につ

いては、自民と維新への比率は去年とほぼ同じな

わけですよね。ほぼというより、そっくり同じで

す。ということは、残念ながら、立民の一人負け

という様相が見て取れると思います。

さて、安倍元首相の事件があって、これのイン

パクトがどうだったかということを検証するデー

タを我々は持ち合わせていないのですけれども、

傍証としてはこの結果をお示しできるかなと思っ

て持ってきました。

これは投票日当日の調査結果です。私どもの調

査は、調査員が投票所の出口で行うものと違っ

て、対象者の方たちにインターネットで「どの党

に投票しましたか」、「誰に投票しましたか」をお

聞きするので、当日に投票した方だけではなくて

期日前に投票した方の動向も捕捉できるという特

性があります。今回の調査では「当日投票されま

したか。それとも期日前に投票されましたか」と

いう質問を設定して、自己申告ですけれども、当

日投票した人の選挙区や比例の投票政党、期日前

で投票した方の投票政党を区分して集計してみま

した。

そうすると、自民党の比例区が期日前の方より

当日投票した人のほうが若干高いかなという感じ

はするのですけれども、それほど大きくは違わな

い。立民はむしろ下がっているなというところが

あります。期日前よりも当日のほうで比率が高く

なったのは、選挙区・比例とも維新かなと。公明

党についても、期日前のほうが当日よりも圧倒的

に高いというのも、ちゃんと捕捉できているなと

思います。こんな感じで集計結果が出てきたの

で、先ほど言いましたように、自民に多少プラス

になり、全体の投票率を少し押し上げるというこ

とはあったのかもしれませんけれども、安倍元首

相の銃撃事件のインパクトは、それほどでもなか

ったということが見て取れるのではないかという

ことの傍証です。ここまでがプロセス的な話で

す。

次は、昨日パワポのスライドをお送りした後

に、川戸さんから今回の参政党とかＮＨＫ党はど

うだったのかということをちゃんと話せというご

下問を頂いたので、夜に追加で作ってお送りした

データです。

     者の  構成 

ＳＮＳを使った選挙運動がどれだけ効果を持っ

たかというのは私の守備範囲ではないので、世論

調査データの限りで安易な外挿をしてはいけない

ので、どんなデータが示せるかなと思ったのです

が。例えば、参政党とかＮＨＫ党に投票した人の

年齢別比率を見ると、確かに若い人のほうが比率

が高いのですけれども、あとはほとんどフラット

で、年配の方の支持も結構得ているなというとこ
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ろがあったので、あえて年齢別支持率ではなく

て、それぞれの政党の投票者の年齢構成比、言っ

てみれば、支持者の平均年齢みたいなものを出し

たのが、この図・表です。年配の方に偏っている

政党もありますけれども、参政党とかＮＨＫ党に

投票した人の中では、 以上の方が占める比率が

割ぐらいいらっしゃるのですよね。意外と満遍

なく支持を得ているのだなと思います。確かにお

若い人の比率は、ほかの政党に比べたら高いです

けれども。褒めるわけではないのですけれども、

ＮＨＫ党の支持者の年齢構成を見ていると、すご

くバランスが取れているというのですかね、統計

で言う正規分布しているのですよね。ここに支持

政党なしを重ねると、支持政党なし層の年齢構成

比と重なるのはＮＨＫ党です。ここのところが

つの特徴なので、あえて言えば、参政党とかＮＨ

Ｋ党というのは、このデータを見る限りで言え

ば、中高年層にも認知されたのだなというか、少

なくとも違和感というのは解消されたというか、

持たれないで受け止められているのだなと見て取

れると思います。あとは皆さんがどういうふうに

このデータを解釈されるかですけれども、そんな

傾向が分かりました。これが追加のデータです。

何かご質問があればということなのですけれど

も、最後にちょっと宣伝になってしまいますが、

これは埼玉大学の社会調査研究センターが毎年開

催している世論・選挙調査研究大会を 月 日に

オンライン形式で行いますので、今回の情勢調査

等々のお話をしていただこうと。もう つは、情

勢調査や出口調査の話だけではなくて、選挙をめ

ぐるこういう調査と、それに基づく報道という形

にちょっと広げてお話をしていこうかと。事例報

告だけではなくて。そんなことを今考えておりま

す。

頂いている時間が 時間ということなので、こ

の辺で私が一方的にお話しすることはやめにし

て、皆さんからいろいろご叱責を頂ければと思い

ます。取りあえずご清聴ありがとうございまし

た。以上です。（拍手）

○川戸 松本さん、どうもありがとうございまし

た。

（以下、質疑応答は省略）
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